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自動運転技術と国際標準化について
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国際標準化の必要性 2

 WTO（世界貿易機関）/ TBT協定（貿易の技術的障害に関する協定）

各国の規格や認証制度の相違が非関税障壁とな
ることを防ぐため、国内規格や関係規格を、ISO等
の国際規格と整合させることを義務付ける。

 自動車基準調和世界フォーラム（WP29）
国連における自動車に係る安全・環境基準の国
際調和と認証の相互承認の推進

国交省資料
https://www.mlit.go.jp/common/000036077.pdf

自工会資料

http://www.jama.or.jp/lib/jamareport/099/02.html

1995年

⇒ WTO加盟国では貿易品が国際標準に

合致していることが要件となった。

⇒ 欧米を中心に先進技術領域における

技術体系の先取り標準化の動き

⇒ 基準（法規）策定時、必要に応じて国際

標準が参照される

1996年 WTO政府調達協定

国際規格を基礎とした調達基準を各国に義務付け。



自動運転に関わる代表的標準化組織 （国際・米・欧） 3

ISO
International Organization for 
Standardization

IEC
International Electrotechnical 
Commission

ITU
International Telecommunication 
Union

国際標準化組織

国際標準化機構 国際電気標準会議 国際電気通信連合

遠隔通信方式、無線の規格電気・電子分野の規格電気・電子分野以外の規格

ISO-IEC JTC1 
Joint Technical Committee 1

情報技術に関する規格

米国標準化組織

（いずれも本部はジュネーブ）

SAE International ETSI

IEEE
The Institute of  Electrical & Electronics Engineers

欧州電気通信標準化機構

CEN

例）ISO-IEC15118ｼﾘｰｽﾞ

V2G 通信規格 (EV,PHEV充電）

欧州標準化組織

例）SAE J3016 自動運転の定義・分類

SAE J3018 自動運転試作車公道試験ガイドライン

SAE J2735 DSRCﾒｯｾｰｼﾞｾｯﾄ辞書

SAE J2945 車載V2V安全ｼｽﾃﾑ性能要件

例）IEEE 802.11p DSRC下位層（物理層、MAC層）

IEEE 1609ｼﾘｰｽﾞ DSRC上位層（ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ、ｾｷｭﾘﾃｨ等)

欧州標準化委員会

例）ES 202 663 ITS G5 無線通信規格（上位層）

EN 302 637-2 協調注意喚起ｻｰﾋﾞｽ (CAM)

EN 302 637-3 分散型状況通知ｻｰﾋﾞｽ（DENM)

例） EN 300 674ｼﾘｰｽﾞ CEN DSRC規格（5.8GHz ETC)

EN規格はﾌｧｰｽﾄﾄﾗｯｸ制度に

より、ISO/IECの最終投票

のみで国際規格になりうる

Society of Automotive Engineers The Institute of  Electrical & Electronics Engineers

European Committee for Standardization

CENELEC
European Committee for Electrotechnical  Standardization

欧州電気標準化委員会

国際標準化機構（ISO)の概要 4

1947年2月、公式に活動開始 （当初25か国参加）

会員数： 164ヶ国 (正会員114、通信会員46、購読会員４）

http://www.iso.org/iso/home/about/iso-in-figures.htm
規格発行数： 20493

Ref.) 2014年12/31時点

本部： ジュネーブ

技術委員会(TC)数： 238作業中の規格数： 4696

独立、会員制の非政府組織で世界最大の国際標準化組織組織：

ISO TC(技術委員会)構成
TC 1

TC  2

：

TC 8

TC22

：

TC204

：

TC211

ねじ山

ファスナー

：

船舶、海事

自動車

ITS

：

地理情報

TC 296 竹・籐材料

策定作業中の規格数

ISO/IEC JTC1 情報技術

TC22 自動車

TC34            食料品

TC20 航空宇宙

TC204           ITS

635

228

118

115

100

1位

2位

3位

4位

5位

（発行済規格総数(201)では21位）1993年発足

登録ｴｷｽﾊﾟｰﾄ

約 530名

約 2300名

 ITS に関する技術領域を扱うTC204は1993年に発足。

 日本は経済産業省に設置されているＪＩＳＣ 日本工
業標準調査会がISOの正会員

：



ISO /TC204 (Intelligent Transport Systems) 概要 5

豪、ｵｰｽﾄﾘｱ、ﾍﾞﾗﾙｰｼｭ、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｶﾅﾀﾞ、中国、

ﾁｪｺ、仏、独、ﾊﾝｶﾞﾘｰ、印、ｲﾗﾝ、伊、日本、韓国、

ﾏﾚｰｼｱ、欄、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、露、ｼｴﾗﾚｵﾈ、

南ア、ｽﾍﾟｲﾝ、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ、ｽｲｽ、英、米

豪、ｵｰｽﾄﾘｱ、ﾍﾞﾗﾙｰｼｭ、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｶﾅﾀﾞ、中国、

ﾁｪｺ、仏、独、ﾊﾝｶﾞﾘｰ、印、ｲﾗﾝ、伊、日本、韓国、

ﾏﾚｰｼｱ、欄、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、ﾉﾙｳｪｰ、露、ｼｴﾗﾚｵﾈ、

南ア、ｽﾍﾟｲﾝ、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ、ｽｲｽ、英、米

Pﾒﾝﾊﾞｰ (投票権有り） 27ヶ国

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ、ﾁﾘ、ｺﾛﾝﾋﾞｱ、ｸﾛｱﾁｱ、

ｷｭｰﾊﾞ、ｷﾌﾟﾛｽ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ｷﾞﾘｼｬ、

香港、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ、ｲｽﾗｴﾙ、ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ、

ﾊﾟｷｽﾀﾝ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ、ﾙｰﾏﾆｱ、ｾﾙﾋﾞｱ、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｽﾛﾊﾞｷｱ、ﾀｲ、トルコ

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ、ﾁﾘ、ｺﾛﾝﾋﾞｱ、ｸﾛｱﾁｱ、

ｷｭｰﾊﾞ、ｷﾌﾟﾛｽ、ﾃﾞﾝﾏｰｸ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ、ｷﾞﾘｼｬ、

香港、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ、ｲｽﾗｴﾙ、ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ、

ﾊﾟｷｽﾀﾝ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ、ﾙｰﾏﾆｱ、ｾﾙﾋﾞｱ、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｽﾛﾊﾞｷｱ、ﾀｲ、トルコ

Oﾒﾝﾊﾞｰ (ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ） 26ヶ国

ISO/TC204委員長 WG 名称 WG議長

WG1 ｼｽﾃﾑ機能構成 米国

WG3 ITSﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術 日本

WG4 車両・貨物自動認識 ﾉﾙｳｪｰ

WG5 自動料金収受 ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

WG7 商用貨物車運行管理 ｶﾅﾀﾞ

WG8 公共交通 米国

WG9 交通管理 豪州

WG10 旅行者情報 英国

WG14 走行制御 日本

WG16 通信 米国

WG17 ﾉｰﾏﾃﾞｨｯｸ装置 韓国

WG18 協調ｼｽﾃﾑ 独国

事務局: ANSI

対象 ITS(高度道路交通ｼｽﾃﾑ）分野の情報、通信、制御ｼｽﾃﾑの標準化

Dick Schnacke  
(Transcore)

ITS標準化委員会 (ISO /TC204国内対応）の組織 6

*1製造者、消費者、中立者など約３０名

*2 公益社団法人

*3分科会長、専門家など約３０名

WG 名称 事務局

WG1 ｼｽﾃﾑ機能分科会 (一財)日本自動車研究所

WG3 ITSﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術分科会 (一財)日本ﾃﾞｼﾞﾀﾙ道路地図協会

WG4 車両・積載貨物自動認識分科会 (一社)UTMS協会

WG5 自動料金収受分科会 (一財)道路新産業開発機構

WG7 商用貨物車運行管理分科会 (一財)道路新産業開発機構

WG8 公共交通分科会 (一財)国土技術研究ｾﾝﾀｰ

WG9 交通管理分科会 (一社)UTMS協会

WG10 旅行者情報分科会 (一社)UTMS協会

WG14 走行制御分科会 (公社)自動車技術会

WG16 通信分科会 (一社)電子情報技術産業協会

WG17 ﾉｰﾏﾃﾞｨｯｸﾃﾞﾊﾞｲｽ分科会 (一社)電子情報技術産業協会

WG18 協調ｼｽﾃﾑ分科会 (一財)道路新産業開発機構

 ７団体で各分科会の事務局を分担

Ref) 公社) 自動車技術会 編 ITSの標準化 2014 P4



外界からの情報

制御ｼｽﾃﾑ

ｱｸﾁｭｴｰﾀ, ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

視聴覚情報提示

ﾊﾌﾟﾃｨｯｸ装置

運転タスク遷移

ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ、ﾌﾞﾚｰｷ

出力制御

灯火、警告灯

カメラ

ﾚｰﾀﾞ /ﾚｰｻﾞﾚｰﾀﾞ

超音波ｾﾝｻ

GPS

など.

ＨＭＩ

etc. etc.

車速

加速度・減速度

操舵角/ﾖｰﾚｰﾄ

横加速度

PT 出力

ﾌﾞﾚｰｷ状態

運転者の状態

など

車両情報

データス
トレージ

Radar

運転者

Camera

Lidar

Sonar

GPS

無線通信
V2V, V2X

クラウド

通信機能, ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ, 機能安
全、ｾｷｭﾘﾃｨ, 各種ｺﾝﾄﾛｰﾗ

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ,

ｲﾍﾞﾝﾄﾚｺｰﾀﾞ

自動運転の自動車に関わる技術領域 7

自動運転の技術分野と ISO担当委員会 8

技術分野 担当TC

ｾﾝｼﾝｸﾞ技術 ﾚｰｻﾞ、ﾚｰﾀﾞ等 TC22 /SC32 電子電装部会

通信技術 V2V, V2X TC204 /WG16 通信分科会

ｹﾞｰﾄｳｪｲ TC22 /SC31 車両通信部会、TC204/WG17 ﾉｰﾏﾃﾞｨｯｸﾃﾞﾊﾞｲｽ分科会

車内ﾈｯﾄﾜｰｸ TC22 /SC32 電子電装部会

クラウド利用 TC22 /SC31 車両通信部会

ﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ TC204/WG3 ITS ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術分科会 TC204/WG18協調ｼｽﾃﾑ分科会

ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾀﾞ TC22 /SC32 電子電装部会

HMI 情報・警報提示 TC22 /SC39  人間工学部会 TC204/WG14走行制御分科会

ｼｽﾃﾑ介入・遷移 TC22 /SC39  人間工学部会

ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾓﾆﾀｰ TC22 /SC39  人間工学部会

車両走行制御ｼｽﾃﾑ TC204/WG14 走行制御分科会、 TC22/SC33 ﾋﾞｰｸﾙﾀﾞｲﾅﾐｸｽ部会

機能安全 TC22 /SC32 電子電装部会

ｾｷｭﾘﾃｨ 通信ｾｷｭﾘﾃｨ TC204 /WG16 通信分科会

ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ TC22 /SC32 電子電装部会



ＴＣ22-TC204間での情報共有活動 9

規格会議

規格委員会

(TC22)

ITS標準化委員会

(TC204)

公社 自動車技術会

規格運営委員会 技術委員会

SC31 車両通信部会

SC32 電子・電装部会

SC33 ﾋﾞｰｸﾙﾀﾞｲﾅﾐｸｽ部会

SC36  安全部会

SC39  人間工学部会

WG14 走行制御分科会

WG3 ITSﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術分科会

WG18 協調ｼｽﾃﾑ分科会

(日本デジタル道路地図協会)

(道路新産業開発機構)

自動運転標準化

連絡会

TC22とTC204間の情報共有
と課題検討

提案準備中開発中発行済

スタンド

アロン

協調

システム

LCDAS

LSF

CACC

GACC

FVCMS

ERBA

HNS

APS

LKAS

CSWS

CIWS

PDCMS

RBDPS

CD 19237CD 19237

CD 18682CD 18682

CD 16787CD 16787

20142014

FDIS 11067FDIS 11067

NP 19638NP 19638

NP 20035NP 20035

ACC 20022002

FVCWS 20022002

MALSO
20042004

LDWS
20072007

20102010

20092009

20132013

20082008

協調 又は

スタンドアロン

26684

交差点信号情報・無視警報

26684

交差点信号情報・無視警報

協調型ACC協調型ACC

道路境界逸脱防止道路境界逸脱防止

外部危険通知外部危険通知

カーブ速度警報カーブ速度警報

17361 車線逸脱警報17361 車線逸脱警報 22839 衝突軽減ブレーキ22839 衝突軽減ブレーキ

駐車支援駐車支援

歩行者検知・衝突緩和歩行者検知・衝突緩和

11270 車線維持支援11270 車線維持支援

17387 車線変更支援17387 車線変更支援

15623 追突警報15623 追突警報

全車速域ACC全車速域ACC

15622 車間距離制御15622 車間距離制御 22178 低速追従22178 低速追従

17386 周辺障害物警報17386 周辺障害物警報
22840 拡張後方障害物警報22840 拡張後方障害物警報

CD 22179CD 22179

RoVAS
CD TR20545CD TR20545

自動走行システムの
標準化報告書
自動走行システムの
標準化報告書

20152015

CFVBWS
PWI 20901PWI 20901

協調式急ブレーキ警報協調式急ブレーキ警報

PAPS L2

部分的自動駐車システム部分的自動駐車システム

PWI 20900PWI 20900

ISO /TC204/WG14標準化作業項目

ﾊｲｳｪｲｱｼｽﾄ L3

自動車線変更 L2

渋滞ｱｼｽﾄ L2

共通項目 自動運転に関係する時空間オブジェクトの
データディクショナリ

自動運転に関係する用語定義

10L0 L1 L2 L3



ISO 規格制定の手順 11

Ref) 公社) 自動車技術会 編

ITSの標準化 2014 P5

WG14 
国際会議

6 か月

会議結果を受け
ドラフト改訂

コメントを受け
ドラフト改訂

コメントを受け
ドラフト改訂

ドラフト回覧
各国コメント回収

１サイクル目

ドラフト回覧
各国コメント回収
2サイクル目

2015年
4/20-22
杭州

2015年
10/12-14
ﾎﾟﾂﾀﾞﾑ

5/20

6/15

7/13

8/26

5/27
走行制御分科会

8/5 9/30(tbd)

日本リード
SWG

日本コメント
確認・合意

日本コメント
確認・合意

国際会議
対応方針

国際活動

国内活動

ITS標準化委員会
技術委員会へ報告

海外リード
SWG

ドラフト初期
段階は開催

ドラフト初期
段階は開催

9/27

ISO規格制定の手順 WG 14のルーチン 12

 国際会議は年2回、主に新規項目及びステージ移行可否を審議

 国際会議の間に2サイクルの文書回覧でドラフトを修正・改良



SAE

米国ＳＡＥでは:
ORAV委員会（On-Road Automated 
Vehicle; 公道自動走行車）を立ち上
げ、自動運転に関わる規格策定を加
速している。

ISO /TC22 議長国 (仏)

発行済
・SAE J3016:  

自動運転の 分類･定義
・SAE J3018 : 

自動運転試作車公道試験ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

開発中
2016年春
ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙｱｰｷﾃｸﾁｬ 仕様、定義
2016年夏
ｸﾘﾃｨｶﾙｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

1.TC22 自律走行車 会議

10/8 (木) @ AFNORﾎﾞﾙﾄﾞｰ
・議長からの問題提起
・ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ/ﾋﾞｼﾞｮﾝ共有
・ TC22作業項目

- SC31通信
- SC32電気電子
- SC33車両動特性
- SC39ｴﾙｺﾞﾉﾐｸｽ

・ TC204の作業項目
・ TC22新規作業項目の提案

2.TC22構造改革で新WG編成

TC22/SC33/WG3

運転支援&予防安全機能

自動ﾌﾞﾚｰｷ性能試験

ﾚｰﾝｷｰﾌﾟ性能試験

縦横統合制御性能試験

P
W
I

ISO /TC204

自動運転技術の開発活性化の動
向を受け、以下の活動を開始。

自動運転の規格化で米・欧が早い動きを示している。我が国の自動車産業が近い将来に市場
化を予定している技術の速やかな国際標準化による権益保護が重要。

･ISO CDTR 20545
自動運転の標準化に関する技術
報告書(WG14)

･ISO PWI  20900
部分的自動駐車ｼｽﾃﾑ (ﾚﾍﾞﾙ2)
(WG14)

･自動運転に必要な新規地図要素
の項目定義・属性・関係、その
モデル化 –GDF5.1仕様化の予定

(WG3)

議長国 (米)

・自動運転ワークショップ開催
近い将来に実用化が予想される
システム、地図データベースの
役割等を議論

自動運転に関する規格の検討状況 13

･車線ﾚﾍﾞﾙの位置参照方式
(WG3)

グーグル社の無人走行車が大きな話題を集めているが、実際に、さまざまな利用者が混在する公

道走行の複雑さや、刻々とした環境変化、偶発事象への対応などを考慮すると、無人走行車が実

現するのはかなり先の未来と考えられる。

実用化の動向が明らかで、近い将来の国際標準化の必要性が高いものとして、下図の矢印に示す

ように、場所によらず部分的自動化を目指す方向と、高速道路や駐車場など、隔離された環境の

下で高度な自動化を目指す方向が考えられる。

出典 : S. Shladover: ISO /TC204 自動運転ワークショップ資料 2014.10.30 を参照

自動運転国際標準化の方向性 14
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自工会自動運転検討会、並びにITS標準化委員会の関係者への意見照会の結果、短期の標準化作

業項目として、以下の6項目が挙げられた。 ISO PWI 20900 

“部分的自動駐車ｼｽﾃﾑ(ﾚﾍﾞﾙ2)”

として2015年4月、日本より提
案、国際標準化作業開始済

TC204/WG14 での標準化対応
組織として国内ＳＷＧ委員の選
任を自工会自動運転検討会、及
び、走行制御分科会経由で依頼. 

自動車6社、部品/センサー４社
の委員選任済。１０月より活動
を開始する。

TC204/WG3 (ITSﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技
術）で日本ﾘｰﾄﾞにより作業着手
を計画

日本提案で草案作成中のISO 
CDTR 20545  “自動運転の標準
化に関する技術報告書”との関
係を含め、今後の検討課題

1. 自動運転の国際標準化全体像とﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの構築

課 題

短期の自動運転標準化作業項目 (TC204関連）

SIP自動走行推進委員会、自動走行ﾋﾞｼﾞﾈｽ検討会(国交省、経産省）、自工会「自動運転ﾋﾞｼﾞｮﾝ」などの検

討結果を反映し、第10次自動車規格長計(TC22), 「ITS分野の国際標準化戦略」(TC204)の改訂を進める

2. SIPにおける国際標準化項目の明確化とアクションプラン

先取り標準化の時代であり、技術開発と並行して国際標準化を迅速に進めることが望ましい。戦略的

標準化項目の絞り込み、標準化エキスパートの選任、標準化活動予算の確保など、議論させて頂きたい。

自動運転に係る基準・標準の検討組織

国内審議団体承認

（ISO/TC22,  TC204）

広域通信

分科会

TC204/WG16対応

協調システム

分科会

TC204/WG18対応

ITS

標準化委員会

・協調ITSの定

義、データ記

述方式等

・ﾛｰｶﾙﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯ

ﾌﾟの機能要件、

静的情報等

・自動走行シス

テムの定義、自

動駐車システ

ムの機能要件

等

・車両・ｲﾝﾌﾗ等の

通信ｱｰｷﾃｸﾁｬ、

プローブ情報等

・ﾛｰｶﾙﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯ

ﾌﾟの動的情報等
・車両システムの機

能安全

・HMI

国土交通省

JASIC

・自動走行の定
義、国際基準
の策定に必要
な項目等の検
討

・安全確保のた
めの基準等の
検討

・自動走
行の定
義等の
検討

・機能安全、
セキュリティ
等の検討

・HMIの考え
方等の検討

安全部会
エレクトロニクス

部会
ITS技術部会

ビークルダイナミク
ス部会

人間工学
部会

電子・電装
部会

規格会議

システム機能

構成分科会

TC204/WG1対応

JARI DRM JEITA HIDO

経済産業省

安全・環境技術委員会

・車線維持支援システム

の性能評価試験法、

縦・横複合制御の試験

法等

機能安全

分科会

TC22/SC32/WG8対応

アクティブセーフティ

分科会

TC22/SC33/WG3対応

ヒューマンインタ

フェース分科会

TC22/SC39/WG8

JSAE

規格運営委員会

規格委員会

技術委員会

JSAE

自動操舵専門家
会議国内対応会

議

自動運転分科会

国内対応会議

JISC

JAMA

自動運転

検討会

走行制御

分科会

TC204/WG14

ITSデータベース

技術分科会

TC204/WG3

・TC204/WG3
標準化状況
等の報告

・
TC204/WG1
4標準化状
況等の報告

【国際基準】

自動車基準調和世界フォーラム

（WP29)

【国際標準】

国際標準化機構

（ISO・IEC等)

NTSEL

自動運転標準化連絡会

・TC22とTC204の情報共有
と国際会議対応等の検討

・基準と標準化の連携ができる国際活動方針の策定

・必要に応じて参照（参考）

国際標準

検討会

・国際基準調和活動の推
進（自動走行の定義等）

・ロードマップ策定

・インフラとの協調・整備

・技術項目の検討推進

・標準化活動
に係る方針
決定等

・自動運転検
討会から
WG14/SWG
委員選任

・WG14自動走行シ
ステム標準案作
成のための連携

注：自動走行ビジネス検討会の中間とりまとめ報告書

図13を参考に作成

自動走行ビジネ
ス検討会

・自動走行について国内関係者
連携の在り方

OICA‐TC
（自動運転

TF）
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・TC204

国内組織

・TC22

国内組織

参 考


